
背景・目的

事業概要

事業スキーム

実施期間：平成31～35年度

平成25年度予算
○○百万円脱炭素社会を支えるプラスチック等資源循環システム構築実証事業 2019年度要求額
5,000百万円（新規）

事業目的・概要等

イメージ

国 民間団体等非営利法人
（補助率） 1/2～2/3（補助率）定額

①

国
民間団体・大学等研究機関の共同民間団体・大学等研究機関の共同

実施主体
委託

廃プラスチック

プラスチック素材等
（製品・容器包装）

単純焼却
・埋立て

海外輸出

国内循環に移行 リサイクル

代替 原油
（ナフサ）

①プラスチック等のリサイクルプロセス省CO2化実証
コスト的な課題等からリサイクルが進まないプラスチック等に

ついて、省コストにつながる省CO2型リサイクルについての、技
術面だけでなく採算性等の実用化に必要な項目について実証を行
い、早期の市場導入を実現する。

②リサイクルが困難なプラスチック等の代替素材の生産・リサイク
ルの省CO2システム構築実証
リサイクルが困難なプラスチックの代替素材について、実際の

試作品を用いた製造工程及びリサイクル工程等の省CO2化に関し
て技術性、省CO2性等実用化に必要な実証を行う。

プラスチックの３Rや紙等への代替は、資源・廃棄物制約、海洋
ごみ対策、地球温暖化対策等の観点から世界的課題。
そのような中、中国や東南アジアによる禁輸措置が実施・拡大中
であり、既に大量の廃プラスチックが国内で滞留しており、社会
問題化。焼却・埋立量や処理コストも増加傾向。
こうした構造的な課題を乗り越え、かつ、イノベーションやライ
フスタイル変革を通じて新たなグリーン成長を実現するためには、
従来型のプラスチック利用を段階的に改め、廃プラスチック等の
省CO2リサイクルシステムを構築するとともに、石油資源由来の
素材について、バイオマスプラスチック、紙等への代替を図って
いくことが不可欠。
このため、①プラスチック等のリサイクル省CO2化実証、②プラ
スチック等の代替素材の生産・リサイクルの省CO2システム構築
実証を行い、低炭素社会構築に資する国内資源循環システム構築
の加速化を図る。

期待される効果

使い捨てプラスチック等の使用削減、バイオマスプラスチッ
クの普及によるCO2の削減（ CO2削減量：2030年度430万t）
代替素材の普及と回収・有効利用の促進によるCO2の削減
脱炭素社会構築に資する新素材や技術等の社会実装による資
源循環関連産業のグリーン成長

再生可能
資源等②リサイクルが困難なプラスチック

等の代替素材の生産・リサイク
ルの省CO2システム構築実証

①プラスチック等のリサイク
ルプロセス省CO2化実証

②

プラスチック原料


